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特集　　女性差別撤廃から半世紀を超えて

　はたらく女性を応援する『女性としごと』。55号を迎えた今回は、女性差別撤廃条約の批准か
ら35年を越えた今日、男性中心の社会からの転換がこれまで以上に求められています。そして
いま、男女共同参画社会に向けて「働き方改革」が奨励され、その転換が進んでいるかのようで
す。しかし、その内実はどうなのでしょう。女性はどう活躍しているのでしょうか。日本社会は
変わったのでしょうか。一緒に考えてみませんか。


